
 選択結果を前向きに受け止めて 

アメリカのある大学での研究によると、なんと人は一日に平均して約３万５千回の「選

択」を無意識にしているそうです。 

そんなバカな!と思ってしまいますが、起床時にもうちょっとだけ寝ようか起きようか、ど

のおかずから先に食べようか、今日の靴下はどれを履いていこうか、スマホでどの動画を見

ようか、宿題をしようかサボろうか等々、友人との数分の会話の中での言葉選びや内容も含

めると、もしかしたら無意識の中で本当にそれだけのとっさの選択をしていて、確かに私た

ちは押し寄せる「選択」の波の中で生きているのかもしれません。 

一方で、そんな無意識の選択とは異なりますが、誰もが人生の中でのいくつかの岐路で大

切な選択をしています。まさに、先日３年生（卒業生）が進学先としてそれぞれの志望校を

選択し、受験したことがそれに当てはまります。 

本校でも、見事第一志望校に合格し喜ぶ生徒がいる一方、第一志望校合格が叶わず、残念

ながら進学先が第二志望校になった生徒もいます。 

ただ、長い目で見れば、選択の結果が正しいのか正しくないのかは結局のところ誰にも分

かりません。例えば第一志望校受験に失敗したとします。その瞬間だけ見れば、当然それは

本人にとって間違いなく“残念な結果”に違いありません。 

けれど本命ではない第二志望校で運命の出会いがあるかもしれないし、将来の自身の職業

に繋がる学びがあるかもしれません。また、おぼろげな夢が確かな目標に変わる瞬間が訪れ

るかもしれません。「人間万事塞翁が馬（にんげんばんじさいおうがうま）」ということわざもある

し、人が生きていく中では“災い転じて福となす”ことはいくらでもあると思います。 

だから、選択の結果が一見失敗と思われるものでも、それをベストな結果として受け入

れ、気持ちを切り替えて前向きに進むことが大切だと思います（とは言うものの直後にそう

思うことは簡単ではありませんが）。 

そして、何かを選択する際の自分なりのしっかりとした基準、例えば「社会のため」「自

分のため」「正直・正義」「優しさ・良心」「生きがい・幸せ」などブレない軸を心の中に

持っておくことも一つの方法かもしれません。 

明日からはしばらく次年度に向けての充電期間となります。一年間を振り返り、善悪の正

しい判断をしつつ、気持ち新たにスタートが切れるように準備を進めておいてください。 

後になりましたが、今年度一年間、保護者や地域の皆様には温かいご支援、ご協力をいた

だき、誠にありがとうございました。今年度の反省を生かして、来年度も保護者、地域の皆

様と一緒に教職員一同、地域とともにある学校づくりを充実させるべく、気持ち新たに頑張

りますので、引き続きよろしくお願い申し上げます。 

      校 長   世木 佳文 
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令和５年度卒業証書授与式～晴れやかに巣立っていきました 

【当面の日程】すぐそこまで新しいスタートが

迫っています。春休みに準備をしておきましょう。 

 ３月１２日（火）、令和５年度卒業証書授与式を挙行しました。仲間と共にそれぞれの３年間を過ごし

た３８名の卒業生の門出にあたり、多くのご来賓の方々や保護者の皆様のご参列をいただき、厳かな中に

もお互いの存在を改めて感じることができる、とても晴れやかな式典となりました。 

 在校生代表の青木くんの送辞にも、卒業生代表の猪奥さんの答辞にも、自分たちに向けられた思いやり

に気づき、そのことに対する「感謝」の思いを随所に読み取ることができました。「当たり前が、当たり

前ではないことへのきづき」「感謝を表すことの大切さ」という財産と伝統を残してくれた３年生。真面

目に取り組むことの素晴らしさを示してくれた３年生。これからは新たな生活がはじまりますが、培って

きた力と、ともに頑張ってきた仲間の存在を大切にしながらますます飛躍していってほしいと思います。 

学校を美しくしていただいてありがとうご

ざいました！ 

 卒業式の予行練習の日、３学年がそろった中

で、長くお世話になった校舎改修工事に携わっ

てくださった方々をお招きし、感謝の合唱を贈

りました。暑い日も寒い日も、私たちのために

本当にありがとうございました。これからも校

舎を大切にしていきます。 

 

地震は今も尚多くの人々に 

多大な影響を与えています。 

本校で行った募金に、 

52,231円のお志をいただ 

きました。社会福祉協議会 

に預けて役立てていただき 

ます。心から感謝申し上げます。 


